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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  モニタに表示された画像及び操作部材の現在
の入力機能が内視鏡観察時のものか記録画像再生時のも
のかが容易に判別できるようにする。
【解決手段】  キーボード２６やフリーズスイッチ等の
操作手段で各種の操作を行い、また現在撮像している画
像を観察用モニタ２８に表示すると共に、デジタルイメ
ージファイル装置２９等に記録された画像をモニタ３０
に再生表示する電子内視鏡装置において、再生モードで
は、現在画像再生中であることと、上記操作手段の入力
機能が再生モードに切り替えられていることを示すメッ
セージを観察用モニタ２８の中央部に表示する。なお、
１台のモニタで画面を切り替える場合は、再生画面の四
隅に表示する。これにより、モニタ表示画像と操作部材
の現在の入力機能が何れのモードのものかが容易に判別
できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被観察体を撮像する撮像素子の出力信号
に基づき画像信号を形成する信号処理回路と、
この信号処理回路で形成された画像信号を記録する外部
記録装置と、
上記信号処理回路からの出力信号に基づき現在撮像され
ている画像を表示すると共に、上記外部記録装置に記録
された記録画像を再生表示するモニタと、
各種機能の入力操作をするための操作手段とを備えた電
子内視鏡装置において、
上記操作手段の操作に基づき内視鏡画像観察のための観
察モード制御と上記外部記録装置の画像再生のための再
生モード制御をする制御回路と、この制御回路の制御に
基づき、画像再生動作中には上記操作手段の入力機能が
再生モードに切り替えられていることを示すメッセージ
を上記モニタ上に表示する表示処理回路とを設けたこと
を特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】  上記モニタとして、内視鏡観察用と画像
再生用を別個に設けた場合は、画像再生動作中の上記内
視鏡観察用モニタに、上記操作手段の入力機能が再生モ
ードに切り替えられていることを示すメッセージ及び記
録画像再生中であることを示すメッセージを表示するこ
とを特徴とする上記請求項１記載の電子内視鏡装置。
【請求項３】  上記モニタとして、内視鏡観察と画像再
生を切り替えて表示する１台のモニタを設けた場合は、
画像再生動作中の再生画面に、上記操作手段の入力機能
が再生モードに切り替えられていることを示すメッセー
ジを表示することを特徴とする上記請求項１記載の電子
内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は電子内視鏡装置、特
に電子スコープで撮像された被観察体画像をモニタ上に
表示すると共に、記録装置に記録してモニタ上に再生表
示する電子内視鏡装置の操作及び表示の制御に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡装置では、先端部からの光照
射により被観察体がＣＣＤ（Charge Coupled Device）
等の撮像素子で撮像されることにより、モニタ上に表示
されており、このモニタ上の画像（動画、静止画）によ
り被観察体の観察や処置等が施される。また、上記ＣＣ
Ｄで撮像された静止画又は動画は、必要に応じてデジタ
ルイメージファイル装置、ＶＴＲ等の記録装置に記録す
ることが行われ、この記録画像は後にモニタ上に再生表
示できるように構成される。
【０００３】例えば、内視鏡観察用モニタと画像再生用
モニタを別個に２台設ける場合は、観察用モニタに電子
スコープで撮像されている現在の被観察体が表示され、
再生用モニタに記録装置の再生画像が表示される。ま
た、１台のモニタに内視鏡観察と画像再生を切り替えて
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表示することも行われている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
電子内視鏡装置では、記録装置による再生画像もモニタ
上に表示されるため、モニタに表示されている画像が現
在の観察（撮像）画像であるのか、再生画像であるのか
の区別が紛らわしいという問題がある。
【０００５】また、このような内視鏡観察（以下観察モ
ードとする）時と記録画像再生（以下再生モードとす
る）時の各種機能の操作を共通の操作部材で行うため
に、操作キーやスイッチの役割を各モードで切り替えて
使用することが提案されている。例えば、上下矢印キー
は観察モードではズームキーとなるが、再生モードでは
カーソルの上下移動キーとなり、また電子スコープに設
けられているフリーズスイッチは再生モードでは動作し
ない。
【０００６】しかし、現在の動作が観察モードである
か、再生モードであるかが紛らわしいことから、これら
のキー又はスイッチにおいて誤った操作をする恐れがあ
る。即ち、観察モードの画像と再生モードの画像をそれ
ぞれの専用モニタに表示させる場合は、再生モード時に
観察用モニタを見ながら観察モードで有効となるキー操
作をしたり、両方のモードの画像を切り替えて１台のモ
ニタに表示させる場合にも、記録画像の再生中であるに
も拘らず、観察モードのためのキー操作をしたりするこ
とになる。
【０００７】本発明は上記問題点に鑑みてなされたもの
であり、その目的は、モニタに表示された画像及び操作
部材の現在のキー機能が観察モードのものか記録画像の
再生モードのものかの判別が容易となり、使い勝手のよ
い電子内視鏡装置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、請求項１に係る発明は、被観察体を撮像する撮像素
子の出力信号に基づき画像信号を形成する信号処理回路
と、この信号処理回路で形成された画像信号を記録する
外部記録装置と、上記信号処理回路からの出力信号に基
づき現在撮像されている画像を表示すると共に、上記外
部記録装置に記録された記録画像を再生表示するモニタ
と、各種機能の入力操作をするための操作手段とを備え
た電子内視鏡装置において、上記操作手段の操作に基づ
き内視鏡画像観察のための観察モード制御と上記外部記
録装置の画像再生のための再生モード制御をする制御回
路と、この制御回路の制御に基づき、画像再生動作中に
は上記操作手段の入力機能が再生モードに切り替えられ
ていることを示すメッセージを上記モニタ上に表示する
表示処理回路とを設けたことを特徴とする。
【０００９】請求項２に係る発明は、上記モニタとし
て、内視鏡観察用と画像再生用を別個に設けた場合は、
画像再生動作中の上記内視鏡観察用モニタに、上記操作
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手段の入力機能が再生モードに切り替えられていること
を示すメッセージ及び記録画像再生中であることを示す
メッセージを表示することを特徴とする。請求項３に係
る発明は、上記モニタとして、内視鏡観察と画像再生を
切り替えて表示する１台のモニタを設けた場合は、画像
再生動作中の再生画面に、上記操作手段の入力機能が再
生モードに切り替えられていることを示すメッセージを
表示することを特徴とする。
【００１０】上記の構成によれば、例えばキーボード等
の操作手段のPAUSEキーを押すと、観察モードから再生
モードへ切り替えられ、キーボードの操作に基づいて外
部記録装置の記録画像を再生することができる。そし
て、この再生中には操作部材の入力機能が再生モードに
切り替えられていることを示すメッセージがモニタ上に
表示される。即ち、再生用モニタが別個に設けられる場
合は、観察用モニタの方の例えば画面中央にメッセージ
が表示され、１台のモニタで切り替えて使用する場合
は、再生画面の周囲にメッセージが表示される。
【００１１】
【発明の実施の形態】図１には、実施形態例に係る電子
内視鏡装置の構成が示されており、図示されるように、
電子スコープ（電子内視鏡）１０には、光源装置１２か
らライトガイド１３が先端部まで配設される。この先端
部に、撮像素子であるＣＣＤ１４が設けられ、このＣＣ
Ｄ１４にＣＣＤ駆動回路１５が接続され、このＣＣＤ駆
動回路１５の駆動信号によりＣＣＤ１４から撮像信号が
読み出される。また、操作部材として、静止画像を記録*
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*するためのフリーズスイッチ等が設けられる。
【００１２】一方、プロセッサ装置１８には、上記ＣＣ
Ｄ１４の出力信号を入力するＡ／Ｄ変換器１９、増幅、
ホワイトバランス、ガンマ補正等の各種のデジタル処理
を施すデジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）２０、混
合回路２１、Ｄ／Ａ変換器２２が配置される。また、内
視鏡観察（観察モード）及び記録画像再生（再生モー
ド）での制御を統括し、メッセージの表示制御を実行す
るマイコン２４、撮影条件、患者データ、メッセージ等
を発生させるキャラクタジェネレータ２５、操作部材と
してのキーボード２６が設けられる。
【００１３】更に、このプロセッサ装置１８には、上記
Ｄ／Ａ変換器２２から出力された現在観察中の画像信号
を入力する観察用モニタ２８と、上記Ｄ／Ａ変換器２２
から出力された記録用の画像信号を入力する記録装置と
してのデジタルイメージファイル２９が接続され、この
デジタルイメージファイル２９には再生用モニタ３０が
接続される。なお、記録装置としては上記デジタルイメ
ージファイル２９の他にも、ＶＴＲ等の他の装置を用い
ることができる。
【００１４】そして、上記マイコン２４は上記キーボー
ド２６のPAUSEキーにより観察モードと再生モードの切
り替えを行うと共に、これらの各モードで割り当てられ
た次の表に示す機能を実行する。
【００１５】
【表１】
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【００１６】また、この再生モードでは上記フリーズス
イッチの入力（記録トリガー）を受け付ないことにな
る。更に、上記マイコン２４及びキャラクタジェネレー
タ２５は、再生モード時に図２に示すメッセージをモニ
タ２８に表示する処理を行う。即ち、図２に示されるよ
うに、“ＤＦ（データファイリング） ｐｌａｙｉｎｇ
ｍｏｄｅ， Ｐｒｅｓｓ ＰＡＵＳＥ ｋｅｙ ｔｏ ＥＸ
ＩＴ（データファイリング動作中、PAUSE キーの操作で
戻れます）”というようなメッセージをキャラクタジェ
ネレータ２５で発生させ、これをモニタ２８の画面の中
央に表示させる。なお、上記メッセージはPAUSE キーの
操作で観察モードに復帰できるという表現で、現在の入
力機能が再生モードであることを示している。
【００１７】当該例は以上の構成からなり、この電子内
視鏡装置では、図１のＣＣＤ１４から出力された信号
が、Ａ／Ｄ変換器１９を介してＤＳＰ２０へ供給され、
ここで各種の画像形成のための処理が施される。このの
ＤＳＰ２０の出力は、混合回路２１、Ｄ／Ａ変換器２２
を介して観察用モニタ２８へ供給されており、このモニ
タ２８上に被観察体画像が表示される。従って、このモ
ニタ２８上の画像を見ながら、診断や処置等が行われ
る。
【００１８】また、当該例では上記モニタ２８上に表示
された画像をデジタルイメージファイルに記録すること
ができ、上記電子スコープ１０のフリーズスイッチを操
作すると、上記ＤＳＰ２０で形成された静止画がデジタ
ルイメージファイル２９に出力され、記録される。そし
て、このデジタルイメージファイル２９に記録された画
像はキーボード２６のPAUSEキーで再生することができ
る。
【００１９】図３には、マイコン２４での観察モードの
動作が示されており、ステップ１０１においてPAUSEキ
ーが操作されたか否かの判定が行われ、“ＹＥＳ”のと
きステップ１０２で再生モードの制御が実行される。な
お、“ＮＯ”のときは観察モードが継続され、上述した
記録動作等も行われる。
【００２０】図４には、上記マイコン２４での再生モー
ドの動作が示されており、この再生モードでは、ステッ
プ２０１にてメッセージの表示が行われる。即ち、図２
に示したように、“ＤＦ ｐｌａｙｉｎｇ ｍｏｄｅ， 
Ｐｒｅｓｓ ＰＡＵＳＥ ｋｅｙ ｔｏ ＥＸＩＴ”の文字
が観察用モニタ２８の中央に表示される。なお、この観
察用モニタ２８にはＣＣＤ１４で撮像されている現在の
画像が表示されている。
【００２１】次のステップ２０２では、PAGE UPキーが
操作されたか否かが判定され、“ＹＥＳ”のときステッ
プ２０３にて逆送り再生を行い、ステップ２０４ではPA
GE DOWNキーが操作されたか否かが判定され、“ＹＥ
Ｓ”のときステップ２０５にて順送り再生を実行し、ス
テップ２０６ではDELキーが操作されたか否かが判定さ *

6
*れ、“ＹＥＳ”のときステップ２０７にてデータファイ
ルの消去を行う。この他にも、表１で示したその他のキ
ーの操作の入力判定が行われており、これによって再生
モードで設定されている機能の操作が可能となる。
【００２２】最後に、ステップ２０８にてPAUSEキーが
操作されたか否かが判定され、“ＹＥＳ”のとき、ステ
ップ２０９にて上記のメッセージを消去して再生モード
を終了する。このようにして、再生モードでは観察用モ
ニタ２８へのメッセージ表示により、現在、記録画像の
再生中であることが明確となり、この観察用モニタ２８
の画像を見ながら、記録画像の再生中であるにも拘ら
ず、観察モードに関するキー操作、例えば上下矢印キー
によるズーム操作をしたり、モニタ２８上の画像をフリ
ーズスイッチで記録したりする等の誤操作が防止され
る。
【００２３】当該例では、観察用モニタ２８と再生用モ
ニタ３０を別個に設けた場合を説明したが、１台のモニ
タにおいて現在撮像中の観察画面と再生画面を切り替え
て表示する場合は、図５に示されるように、再生モード
実行中の再生画面３２の右下側（或いは四隅の他の位置
でもよい）で再生画像観察に支障のない場所に、上記
“ＤＦ ｐｌａｙｉｎｇ ｍｏｄｅ， Ｐｒｅｓｓ ＰＡＵ
ＳＥ ｋｅｙ ｔｏ ＥＸＩＴ”のメッセージ３３を表示
するようにする。これによっても、キーボード２６、フ
リーズスイッチ等の誤操作が防止される。なお、上記の
メッセージは、日本語等で表現した他のメッセージでも
よく、現在再生中であること、現在の操作部の入力機能
が再生モードに設定されていることを操作者に伝えるメ
ッセージが用いられる。
【００２４】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
操作手段にて各種の操作をすると共に、外部記録装置に
記録された画像をモニタに再生表示する電子内視鏡装置
において、再生モード実行中には、現在画像再生中であ
ること、上記操作手段の入力機能が再生モードに切り替
えられていることを示すメッセージを、観察用モニタ
（再生用モニタとは別のモニタ）上に表示し、また１台
のモニタで画面を切り替える場合は、再生画面に表示す
るようにしたので、モニタに表示された画像、そして操
作部材の現在のキー機能が観察モード又は再生モードの
何れのものかが容易に判別でき、使い勝手のよい電子内
視鏡装置が得られるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態例に係る電子内視鏡装置の構
成を示すブロック図である。
【図２】実施形態例における観察用モニタのメッセージ
表示を示す図である。
【図３】実施形態例におけるマイコンの観察モード動作
を示すフローチャートである。
【図４】実施形態例におけるマイコンの再生モード動作
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を示すフローチャートである。
【図５】１台のモニタで観察画面と再生画面を切替え表
示する場合のメッセージ表示を示す図である。
【符号の説明】
１０…電子スコープ、    １４…ＣＣＤ、１８…プロセ*

8
*ッサ装置、２０…ＤＳＰ（Digital Signal Processo
r）、２４…マイコン、２５…キャラクタジェネレー
タ、２６…キーボード、      ２８…観察用モニタ、２
９…デジタルイメージファイル、３０…再生用モニタ。

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】
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